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『文藝言語研究』投稿規定

１．投稿資格
　　『文藝言語研究』に投稿資格を有する者は，以下の通りである。
　　⑴　文芸・言語専攻の構成員
　　⑵　 文芸・言語専攻会議が認めた者（このことについては，紀要委員会が

提案し，専攻教員会議で決定する）

２ ．論文形式
　・ 論文の形式については，文学・言語学関係の分野の国際的あるいは日本国

内の全国的な学会誌・専門誌において用いられているものを使用する。
　・ 論文の長さについては，特に規定を設けない。ただし，論文が長い場合に

は，紀要委員会の判断により分割掲載を行うことがある。

３ ．投稿方法
　・ 投稿を行うには，定められた期限までに紀要委員会に申し込み用紙を提出

する。
　・ 投稿に際しては，電子媒体ファイルとハードコピー１部に投稿票を添えて

紀要委員会に提出する。

４ ．採否の決定
　・ 投稿原稿の採否は，紀要委員会が指名する査読者による査読を経て，紀要

委員会で決定し，投稿者に報告する。
　・ 採否決定について不服がある場合，投稿者は紀要委員会に申し立てができ

る。投稿者からの不服申し立てに対しては，紀要委員会が新たな査読者に
査読を依頼してさらに審査を行い，最終決定を行う。

５ ．その他
　　詳細は別途定める。
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